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　書 　　評 　
酒井茂幸著
『禁裏本歌書の蔵書史的研究』
武 　井 　和 　人
一、はじめに
　近年目をみはるばかりにその実態が解明されつつある中近世の
禁裏本だが、この研究領域における記念碑的、かつ、先駆的業績であるのが、福田秀一
（一九三二～二〇〇六）
の以下の二つの論考、
即ち、 「大東急記念文庫蔵『禁裡御蔵書目録』について」
（ 『かがみ』
六、一九六一・八）
、 「宮内庁書陵部及び東山御文庫の「歌書目録」
について
（一） （二）
」
（ 『ぐんしょ』二─六、二─七、一九六三・六、七）
である。両論文とも、その掲載誌故、稀覯文献になりかけてゐたが、二〇〇七年六月 新典社より刊行された遺稿論文集『日本文学逍遙』に収められた。これも、福田の業績を継承した多くの研究者が当該領域の研究を深化させたことと相呼応しよう。就中、史学・古典学史の両面から考察がなされたこ には注目したい。酒井氏
（以下著者）
の新著『禁裏本歌書の蔵書史的研究』
（以下本書）
は、古典学史側からこの問題に迫つ 研究の一つの到達点といひえよう。
二、概要
　本書は、鎌倉末期より霊元天皇にまで至る四〇〇年間の、歌書
を中心とした禁裏本の生成・焼失・再生・活用を、奥書識語・古記録・蔵書目録等を博捜して、 “通史”として再構築したものである。以下章題のみ掲げる。 「両統迭立期の禁裏文庫と伏見宮本の成立」 「 『新続古今集』の撰進をめぐって」 「文明期の禁裏における歌書の書写活動」 「戦国期 禁裏の蔵書と古典学」 「後陽成天皇の収書活動 後水尾天皇の歌書 書写活動と禁裏文庫 東山御文庫本『古官庫歌書目録』 岩瀬文庫 『官本目録』の成立「近世天皇家への古典学の継承」 「後西天皇の歌書の書写活動」 「江戸時代前期の禁裏におけ 冷泉家本の書写活動」 「霊元院仙洞における歌書の書写活動」 「霊元院仙洞における古記録 収書動」 。
三、本書の学術的意義
　当該領域の研究は、福田秀一以前においても、古くは芳賀幸四
郎『東山文化の研究』があり、近年でいへば、田島公編『禁裏・公家文庫研究 　第一～三輯』
（思文閣出版）
、吉岡眞之・小川剛生
編『禁裏本と古典学』
（塙書房）
などにおいて、著しい進展を見る
ことが出来る。本書は、これらの研究と密接にかかはりつつも、“通史”として研究成果を提示してゐる。この点において、本書の研究史上の意義をまづは認めたい。特に、従来、室町中期から近世にかけての禁裏本が専ら議論されて来たが、 を遡及さ
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せ、著者のいま一つの時代的専門領域である鎌倉後期～南北朝期に本書の起筆を据ゑたといふことも意義深い。
　次に指摘しておきたいことは、写本の実地調査、奥書・識語の
丹念な収集・整理、目録類の精査に加へ、厖大な古記録
（未翻刻
史料も含む）
をも丹念に読み解き、その上で、禁裏本の動態を見
事に活写してゐる点である。しかし、近世初期の公家日記には、未刊のものが多く、 加へて、 判読が 難い筆蹟の物が多いこと広く知られるところ。いふや易く行ふは難きそ 典型。なかば必然の学的行為であらうが、やはり、著者の古記録読解に傾注した努力を多としたい。
　第三に、著者が共同研究者として参加した二つの共同研究プロ
ジェクト、
　①国立歴史民俗博物館共同研究「 『高松宮家伝来禁裏本』の基
礎研究」
　②人間文化研究機構連携研究「文化資源の高度活用」 「中世近
世の禁裏の蔵書と古典学」
これらの共同研究における成果が十二分に活かされてゐる。例へば、高松宮本を悉皆調査した著者でなくてはかなはぬ論述を、そこここに見出すことが出来る、 といつたやうに。 具体例を示せば、高松宮本の内、幸仁親王 後西院から拝領したことが明確な歌書の写本リストが掲出されてゐる
（二一三～二一五頁）
が、そこには
法量・表紙文様等までの記載 含む。表紙文様は、書陵部本との比較検討において必須の情報。 こに、著者の高松宮本悉皆調査の成果の一端をまざまざと見ることは許されよう。
　最後に指摘しておきたいことは、本書にすみずみに至るまで、
実事求是の精神が横溢してをり、読了直ちに、四百年にわたる禁裏本の流転の具体相を、一種爽快の心地を以て追体験しおほせた、といふことである
（実事求是などとはいまさらめいて聞こえよう
が）
。
四、吹毛数則
　しかく紹介したやうに、本書には、文献より導き出されうる実
事への限りなき接近、そして、個別 考証 束ねて俯瞰する見取り図の提示、この二つに大いなる特長が 。そこで評者も、微細な点ばかりであつて、こちごちしくいひたてるのは気が引けるが、実事にか はると覚しき疑問点、補足すべき事柄などについて、著者のかかる気概に たへるべく、 ささか 言及を試みたい。【１】本書「はじめ 」で、 「禁裏御本」の初出例として、高松宮本『禁秘抄』 〔Ｈ─六〇〇・九三四〕の 奥書
（正和五年五月十
五日ノ年紀アリ）
を掲げる
（ⅰ～ⅱ頁）
。同奥書は、知り得た限りで
も
10本程度の伝本に見出されるが、これらすべての祖本は、 『弘
文荘待賈古書目』第三〇巻
（一九五七・一〇）
所掲の三条西家・宝
玲文庫旧蔵本
（現在所在不明）
であらうと思はれる。同書は『書目』
によれば鎌倉末期写。問題は、この古写本の奥書に「
内裏0
御本」
とあることである
（ 『書目』に写真版が掲載されてをり、本文に疑念は
存しない）
。この異文をどう考へるか、著者の見解を是非とも聞き
たかつた所である。
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【２】本書において、岩瀬文庫本『官本目録』が重要資料として活用されてゐるが
（ⅱ頁以下）
、 『国書総目録』によると、 『官本目
録』にはいま一本、京都府立総合資料館所蔵本が見える。しかし同本は、評者への同館側からの回答によれば、現在、所在不明の由。惜しむべし。従つて 事実上、 が孤 であるので、著者が岩瀬文庫本のみで論ぜられるのは正しいのだ 、ひとこと如上の事情についての言及が欲しかつた。
　東山御文庫蔵『古官庫歌書目録』も頻繁に引用されるが、著者
は一貫して「歌」に
（ママ）
を付してゐる。同目録が歌書ならざ
る典籍を多く含む故の配慮であることは明白であ が 往時、 「歌書」はより広い概念を有してゐたら く、評者も て、京都大学附属図書館蔵『中院家寄託哥書目録』 〔四九・ナ・九〕を根拠に述べたことがある
（拙稿「一条家古典学を支へた古典籍─一条家の
蔵書─」 、拙著『中世古典学の書誌学的研究』所収）
。このことは、本
書の論述からも半ば導き出される。本書一三六頁で、東山御文庫蔵『歌書目録』 〔勅封一〇二─三─三八〕 一部内容が紹介されてゐるが、そこ 「伊勢物語 　常徳院義尚筆」と見えるからである。なほ、 『古官庫歌書目録』外題 写真版で熟視するに 「歌」字、かすれて判読し難く、残画から「歌」と紛ふかたなく読み切れるか 一抹の不安を覚えることをいひ添へて置きたい。【３】源氏物語の注釈 『千鳥抄』の著者を平井相助とする
（八
三頁）
。このこと自体は通説といふべきだが、片桐洋一に、大内
義弘の臣であ 平井備前入道道助に擬する きであらうとする説がある
（片桐「当座の聞書と聞書の当座性─『源氏物語千鳥抄』新攷─」
〔 『文学』 一九八二・一一→ 『源氏物語以前』 〈笠間書院、二〇〇一・一〇〉 〕 ）
。
【４】本書八八頁に「実隆の講釈の舟橋宣賢の聞書『惟清抄』の実隆筆本が学習院大学蔵の旧三条西家本に伝存し」とあり、対応する注
（
11）
に「筆蹟の鑑定に当たり、学習院大学文学部日本語・
日本文学科の御教示・御協力を得た」
（一〇五頁）
とする。確かに
『国書総目録』には「学習院三条西
（実隆筆） （同上写）
」とあり、
三条西家本受け入れの際の台帳である「三条西家よりの譲受本目録」
（学習院大学日本語・日本文学科蔵）
にも「伊勢物語惟清抄
（実
隆六十八歳之筆）
」と見える。しかし、松尾檀「三條西家旧蔵本攷
㈠─伊勢物語其一─」
（ 『学習院大学国語国文学会誌』 ９、一九六六・三）
は、同書を「江戸初期の写か」とする。もとより筆蹟鑑定、確言はなかなか出来かねようが、松尾論文は顧慮されてしかるべきであつたと思ふ。【５】高松宮本『後撰集』 〔Ｈ─六〇〇─一六六〇〕奥書に見える「永正第八臘月中浣／前博陸叟」に対して
（一条兼良）
と注す
るが
（二二二頁）
、一条冬良とすべきであらう。
五、課題いくつか
　本書タイトルに「歌書」と明示されてゐる通り、本書の論述の
対象は、
（広義の）
歌書にとどまる。もとより、全典籍にわたつて、
本書が示した得たレベルでの成果を一人の研究者に求めることなど、土台無理難題といふべき ある。また、歌書を取り出して論ずる方がより実態に迫れる場合も確かにある
（例へば冷泉家蔵書と
の関係）
。しかし、典籍は、やはり、典籍総体として論ぜられる
〔　　〕52
べきである、とも思ふのだ。とともに、禁裏本は古典時代を代表するライブラリであることは否めない のの、禁裏本を支へた周辺の古典籍群の解明もまた、強力に押し進めて行くべきであると考へる。いはずもがなのことであらうが、本書の学的意義を全からしめんために、あへてここに記しておくこ する。
　いま一つ。禁裏歌書の全体像は、本書によつてその姿を現しつ
つある。この成果を踏まへ、個々 典籍史を禁裏歌書伝来史と照応させつつ論ぜられ ことが、今後研究者には要請されよう。已にその萌芽あり。例へば、本書の研究と直接的 かか る とは
少ないが、関口祐未「藤原長方家集『按納言集』書名考」
（ 『文化
継承学論集』１、二〇〇五・三）
は注意されるべきだし、藏中さや
か「版本『和歌組題集』の祖型をめぐって」
（ 『国語と国文学』二〇
一〇・六）
は、早くも本書を踏まへ立論してゐる。
　本書が開拓した当該領域の研究は、いまだ、奏宗巴『徒然草寿
命院抄』の措辞を借りれば、 「緒也廊也」
（序段）
である。今後の
さらなる研究の深化を願はずにはゐられない。（二〇〇九年一一月 　思文閣出版 　Ａ５判 　三三〇頁 　税込五八八〇円）
新 　刊 　紹 　介金 　孝淑著『源氏物語の言葉と異国』
　「序」でも述べられているように、 「 『源
氏物語』の中で〈異国〉はどのような言葉によって、どのように描かれているのか」という問題に焦点を当てている。平安時代の場合、異国と言っても主に中国のこ であるが、著者は「もろこし」と「 ら」言葉の違いの中に、実存する国家と う意味と抽象的な観念とに分けることができと指摘し、 「知らぬ国」 い た異国を象徴する言葉を、まず辞書レベルから議論徹底し、本文の正確かつ鋭い読みによって論は展開される。著者が「二大異国観」と呼ぶ唐土、高麗などは『物語』の中で引き
合いに出すことで、 権威 （＝図式化記号化）として表象される場合もあるなど、多様な異国の扱われ方を論じている。また一方で『物語』の登場人物末摘花と異国を関わらせた論もあり、興味深い。（二〇一〇年四月 　早稲田大学出版部 　Ａ４判 　二八四頁 　税込五一四五円）
〔与那覇文哉〕
阿部一彦著『近世初期軍記の研究』
　本書は、小瀬甫庵『信長記』 『太閤記』
や大田牛一『信長公記』の論文集である。
　第一章「近世初期軍記の実態と展開」で
は、各種の作品に描かれる「豊臣秀吉の朝鮮出兵」 「賤ヶ岳七本槍」 加藤清正」 比較を通じ、創意を述べる。第二章 『信長
公記』 （首巻）と『信長記』 」は、 「桶狭間の戦い」の合戦記事を検討し、記事の配列や作者の思想への言及 し、ドラマの類で描かれる「迂回急襲説」に疑義を挟む。第三章 「 『信長記』 の受容 変容」 は 『信長記』が江戸幕府 編纂した作品群にどう摂取されたかを詳述す 。第四章「 『太閤記』の変容と展開」 は、 豊臣秀吉 伝説や落城譚、武将の評判を論じる。そして、第五章「近世初期軍記と『武功夜話』 」では近年存在が取り上げられた『武功夜話』を積極的に使用し、 『太閤記』 『信長公記』 『信長 』の解読を行う。こ は新たなる試みである。
　いずれも各種の資料がふんだんに使用さ
れた論考で充実 た一冊となってい 。（二〇〇九年一〇月 　新典社 　Ａ５判 　三八三頁 　税込一 五五〇円）
 〔河村公康〕
